





























近し しかも農作物を始め殆んどの植物に対して大筈をなす. これら病原菌 &lertinia属 (Bo・









































76 44 57.9 
77 1 14.3 
78 48 61.5 












~は回粒中 80本発芽し』寵病本数は 12 本で擢病率は 15%であった. これを比較して見ると標準
区100仁対して処理区は24.40)擢病度であっ・た.なお不発芽のものは， ほとんど白絹病菌仁侵か
され腐敗していた. ，-
















Trich ")dermaゅ.2382， 2402， 2404および 2406号菌株であったが，今回の実験は，その内の












標 準 区 施 用 区
株数 百分率 比$ 株数 百分$ 比$
雪尾 験 総 株 数 45 45 
• 省 総 株 数 34 75.56 100 9 20.00 20.47 
発妄Faるkzg・‘昆m副8・:1完全に枯死したもの
15 33.33 100 7 15.56 46.伺
首核 枯死寸前のもの 2 4.44 100 。 。 。
した わずかに侵入を認むもの 17 37.78 100 2 4.44 7.75 
健全なる もの 3 6.67 100 38 80.00 1199.4 
病原の不明のもの 8 17.78 100 。 。 。
30 30 
畿管総株数 25 83.33 100 8 26.67 36.37 
開花嵐自民健 完全に枯死したもの 22 73.33 100 8 26.67 36.37 
.核を第積検死す前のもの 。 。 100 。 。 。
し…l…入措むもの 3 10.00 100 。 。 。
健全なるもの 。 。 勾 品.67






















第 3表 Trichoderma sp. 2407場菌株のコムギ紋格病に対する防除効果ポット試験
区 }llj 被害程度 本数 百分率
賓除総本数 396 
ヨ際 革脅 の み 177 44.69 
下 業 枚 84 21.21 
植物体がしおれる 36 9.09 
練 準 区〈 全体が音音色となる 18 4.55 
完全に枯死する 17 4.29 
盈k 被 笹 数 332 84.05 
. 病 事鼠 64 16.16 
実験総本数 395 
君臨 草書 の み 205 51.9 
下 業 枚 47 11.9 
区1歯車物体がしおれる 20 5.06 
Tricho必rmaJIlt 王塑
..体が資色になる 9 2.28 
完全に枯死する 5 1.27 
蓋k 被 管 数 286 70.24 


















た其後48時間を経過して Cort，graminiumの白色菌糸が認められた時に Trichodermasp. 
2407号菌株の培養〈鋸屑6oog，魁200g，籾殻， 150g，砂櫨20g，硫酸銅 2g，硫，唆





























































4.1 26 627 1000 
1∞ 
39.2 
























































いる. また Trichoderrnaの効果じついても被害標準区では1716本中 173本の枯死数があり枯死
率約10%処理区では1829本中 72本の枯死数枯死率約4%となっており 11月以後の低温度でも
多少の防除効果が表われていることがわかった.
























第 5表 Trichodenna 2406号菌株によるオオムギ紋枯病防除，関場試験
区 }J1j 調査 健全株数 彼筈株数 被害車 比率総株数 、
標 準 区 667 502 165 24.74 100 
1月10日 Trichoderma施用区 662 562 100 15.11 61.08 
2 Ji10日 Tric1l.油rma施用区 ωo 518 82 13.67 55.25 







成せしめた Corticil開 C伺 trifu，伊 m(当研究所においてソラマメから分離したもの〉の菌緩約5dl.を
散布した.それから数日後(昭和27年11月20日)にこの5畝歩を6区に区切り， ソラマメを矯



























供試布車物 処 理 区 iJlj 総株数被霊不発按答率比率株芽数 備
君臨， 
機 準 区 卒 均 370 73 7 19.7 100 
(1)標 準 区 I 166 30 5 18.1 
臼〉標 準 区 E 204 43 2 21.1 
!ω附 k同時に Trichot/. を撒布 168 7 ..2 20.9 
ジヲマメ
くの発芽後 Trichot/. を撒布 168 5 4 3.0 15.0 
くの開花最成時に Trichot/.撒布 168 16 3 9.5 47.5 
(6)発病初期 tcTrichod.撒布 177 33 6 18.6 93.2 
(吋箪区切1
250 39 42.3 100 不完全発芽数
。〉蒔付種子上に Trichod.を撒布 603 162 10 26.9 臼.3 21 
.;f;:;-ゲνマメ
(3)草寺付2目前tcTrichod. を土中処理 715 154 17 21.5 50.9 

































した. その後中耕諸 (1月19日〉降雨前 (3月11日)仁それぞれ反当 4kgの Trichoderma菌
の矯費を植物体の根元に撒布した.その結果は第7表の如くである.
第 7表 ソラマメ白絹病仁対する各種日・choゐ門間菌株の防除効果について
供試1i株 区 jJlJ 被害株 健全株 調査株数 被害率 防除$
... 骨 ‘;.. φ司晶
区 14 145 159 8.8% 
区 1 119 130 8.5 
区 12 134 146 8.2 
37 396 434 8.5 80.1% 
No. 2勾4前株4也f:計 区 36 89 135 26.7 区 43 136 179 24.0 区 34 100 134 25.4 
113 325 438 25.2 40.9 
No. 2407 前検~也23 計
区 65 126 191 34.1 
区 59 95 1St 38.3 
区 39 52 91 42.9 
163 273 436 37.4 12.4 
区 107 165 272 39.4 
区 102 138 240 42.5 
標
区 105 139 244 43.1 
314 443 736 42.7 。




























が得られるが，Corticium graminium菌または Sclrotinialibertian~ 菌のように比較拘低温でも発
病するようなもの仁は，よい結果が得られない.特仁 Corticiumgraminium菌は Tricho伽 ma菌
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